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　今年も自宅近くの柿農家の方からたくさんの完熟

柿を頂きました。私は 5年前までは柿嫌いでしたが、

ある方がヨーグルトの中に柿を入れて食べさせて下さ

ってから大の柿好きになりました。おいしい食べ方を

伝えることの大切さを学んだのです。

　　　　　＊　　　　　  ＊  　　　　　＊

　今年もまた、1年に 1度しかオープンしないレスト

ラン “ リストランテ・ユリ ” が、織本病院 4階のオリ

モトホールにオープンしました。今年は 10年目にな

ります。10 周年

記念という訳でも

ないのですが、腎

不全食発祥の地、

イタリアからフル

コースのイタリア
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～ 1年に1に1度しかオープンしないレストラ度しかオープンしないレストラン～

料理を腎不全の

患者様と腎不全

を理解して下さ

るお客様 43 名

にご賞味頂きま

した。

　私の得意料理

の 1つがイタリア料理なので、

イタリア人が作るよりおいしく作ろうと決心し、ステ

キなメニューが出来上がりました。メニュー作成をし

ながら、「なんておいしいお料理かしら」と自分で自

分のお料理を絶賛しながら試作品を作り上げていきま

した。今回も地元清瀬の旬の食材をしっかり使いま

した。そして、食材料 24 品目、981kcal、たんぱく

質 11.1g、食塩 1.8g のフルコースが完成したのです。

今回のメニューはプロの料理人をも唸らせるような出

来栄えでした。

　この10年間、

ひたすら低たん

ぱくの腎不全食

を考え続け、広

め続けてきまし
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専務理事・事務部長　箕輪 比呂志

2014 年度  新入職者研修を終えて2014 年度  新入職者研修を終えて

　2014 年度になり、新たに雇用した職員への研修を

6月 6日と 11 月 11 日に開催しました。研修対象者

はパートも含めて 47名となりました。この研修は毎

年定期的に開催しています。研修の目的は、医療機関

を取り巻く環境が激変し、スピーディーな対応力が求

められているため、新たに職員に加わった方が当院の

理念、ビジョン、戦略を理解し、職員一丸となって進

むべき道を一緒に切り開いていくためです。この研修

を行ったことをきっかけに、今一度、全職員に織本病

院の進むべき道を知ってもらいたいと考えました。そ

して月刊織本は、たった 1枚の A3サイズの原稿です

が、この中には全職員が織本病院の戦略、戦術を理解

し、一丸となって仕事に取り組むためのエキスが詰ま

っています。毎月熟読してもらいたいのです。

　織本病院は今年 9月で創立 62周年を迎え、清瀬の

地でも歴史ある病院です。開院当時は、重症結核の外

科治療を主体とする外科病院として開設しました。現

在では、腎臓病、糖尿病、高血圧などを主体とする生

活習慣病の方々の治療を中心に行っています。更に、

市民健診や人間ドックにも力を入れ、新たな病院作り

に励んでいます。地域医療への貢献

をビジョンに掲げ、これを実現するための戦略である

「積極的治療の実践」を職員が共有することで地域の

患者様が気軽に足を運んで頂ける病院になれると考え

ています。更に地域の方々が身近に感じて頂けるよう

に、年間スケジュールに多くの院内イベントを組み込

んでいます。腎疾患ゼミナール（8月を除く毎月）は、

平成 26 年 11 月で第 160 回目となり、開始から 16

年目を迎え、外来診療だけでは患者様に伝えきれない

腎不全の病態と腎不全の進行を遅らせるための勉強会

となっています。

　また、リストランテ・ユリと銘打った腎疾患ゼミナ

ールの特別企画を毎年 12月に開催しています。この

企画は、とても厳しい食事療法をされている患者様に

本当においしいステキな腎不全食を召しあがって頂き

たい、更にはこのような腎不全食をもっともっと世に

広めたいという高木由利理事長・院長の強い思いから

スタートしました。毎月のゼミナール企画の内容、リ

ストランテ・ユリのフルコースのレシピ作りは、これ

までも職員スタッフを巻き込み苦闘の連続でした。

たが、いつも私のその熱い想いを支

えてくれるスタッフ達がいてくれた

から続いたと思い、1人ひとりに心

から感謝しているのです。

　2015 年 6月には横浜で開催され

る日本透析医学会にもこのテーマで

演題発表を予定し、且つ、企業ブー

スを借りて腎不全食をダイナミック

に広めていく活動をします。

　腎不全食をおいしくないと考えている腎不全患者さ

んや医師達の心を変えることは、そんなに難しいこと

ではないと思うのです。私の柿嫌いと同じレベルでは

ないでしょうか。おいしく食べさせてもらえば受け入

れられるはずです。私はそう信じて来年は増々情熱的

に腎不全食作りに取り組んでいきます。

 腎不全食
　 成功の
 鍵となる本が
出版されました!!

全食
功の
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今月のかべ新聞

　清瀬市には、高齢者を自宅で介護する在宅介護が高

齢化等の諸問題により困難となっている家庭が沢山あ

ります。このような方々に安定した入院生活をして頂

くために療養病棟が必要と考え、今年 6月から 2階

病棟を療養病棟に変更しました。当院の理念 “ 患者様

に満足して頂ける医療を実践する” ことを実現し、 “地

域医療への貢献 ” を具現化するためです。当院の存在

を沢山の住民の方に知って頂くために、毎年 11月に

は、旭が丘団地の健康まつりへの参加、12 月には、

患者様、近隣の方に楽しんで頂くために織本病院混声

合唱団や教会の方が中心となって、当院 4階ホール

でクリスマスコンサートを開催し、例年 100 名近く

の方がいらっしゃいます。更に、昨年は、患者様から「懐

かしい歌を聞きたい」という声が上がったことをきっ

かけで始めた職員によるギターデュオ・コンサートも

今年で 3回目の開催となりました。

　これらの企画の他に一般市民の方との関わりは、清

瀬市から依頼され、毎年 2～ 3月の日曜日に 4回程

行う市民健診の休日診療があります。この健診を通じ

て、慢性疾患や緊急性を要する疾患が見つかることが

あります。そして、今年 9月 1日には、災害時にお

ける維持透析患者さんの清瀬市での受け入れ認定施設

に指定されました。

　これまで織本病院は、清瀬の地で住民の皆さま方と

様々な関わりを持って病院運営を行って来ました。こ

れからも独自の戦略を実践することで「地域医療への

貢献」ができる病院としてのブランド化を目指します。

　次の月刊織本への投稿の機会には、病院のブランド

化について共有したいと考えています。

11111111111111111111155555555555555555555555555...........
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糖尿病教室特別講演会 のご案内

『『  年末年年末年始始とと糖尿糖尿病病  』』

20202014 年 　     月           2014 年 　     月           日日（土）（土）
午後 1：15 ～ 1：45午後 1：15 ～ 1：45
第 1 会議室（織本病院 4F）第 1 会議室（織本病院 4F）
参加費無料参加費無料
予約不要予約不要（直接会場へお（直接会場へお越しください）越しください）

1212
講師講師  ：：  内科内科 佐藤 潤一佐藤 潤一
内分泌 ・ 代謝、 糖尿病、 動脈硬化、 肥満症内分泌 ・ 代謝、 糖尿病、 動脈硬化、 肥満症

糖尿病外来担当医 （毎週土曜日午後）糖尿病外来担当医 （毎週土曜日午後）
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